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保険診療の請求事務・審査・指導・税金・融資・共済等の問題についてお気軽に保険医協会へご相談下さい。電話（082-262-5424）又はFAX（082-262-5427）

広 島 保 険 医 新 聞

広島市中区　　小　松　正　伸

（データ）
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レンズ：キャノンEF70-200mm F4L
　　　　IS　USM
露　出：F5.6
ISO：100
撮影地：元安川河畔

残暑お見舞い申し上げます
2014年　広島県保険医協会
　　　　　理事長　長　谷　　　憲
　　　　　　他　　役　員　一　同

2面 主張「社会保障の充実が経済効果と雇用
効果を引き上げる」／集団的自衛権閣議決
定に抗議／特定秘密保護法パブコメ募集

3、7面 保団連夏季セミナー参加報告
4、5面 個別指導等実施計画等を開示

　 連載企画

3面 国の重要文化財 星野木骨
6面 原発よりも命の海を／雇用問題等Q＆A
7面 会員訪問

元安川河畔を散歩していると

平和公園と宮島を結ぶ広島世界遺産航路の船が

涼しげに目の前を滑るように通って行きました。

45分で2つの世界遺産が結ばれていることは

本当に素晴らしいことだと思います。

世界中から多くの人達が広島を訪れてくれることを

祈ります。
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「
積
極
的
平
和
」
は

単
な
る
国
家
間
の
戦

争
や
地
域
紛
争
が
な

い
状
態
に
加
え
、
社

会
に
お
け
る
貧
困
や

差
別
な
ど
が
な
い
状

況
を
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
積
極
的
平
和
主
義
」
は
そ

う
し
た
積
極
的
平
和
を
志
向
す
る
主

義
を
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
自
民
党
政
権
が

使
用
し
て
い
る
積
極
的
平
和
主
義

は
、
本
来
の
積
極
的
平
和
主
義
と
は

異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
、
安
倍
政
権

の
安
全
保
障
戦
略
の
基
本
理
念
と

な
っ
て
い
る
。
今
の
政
府
は
閣
議
決

定
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認

し
、
国
民
の
命
と
財
産
と
平
和
を
守

る
た
め
に
は
武
力
行
使
も
辞
せ
ず
と

し
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
積
極
的
平
和
主
義
と
い
う

言
葉
を
繰
り
返
し
て
、
世
界
平
和
に

貢
献
す
る
た
め
に
は
積
極
的
に
武
力

行
使
も
行
う
と
い
う
こ
と
が
、
あ
た

か
も
日
本
の
使
命
で
あ
る
よ
う
な
錯

覚
を
国
民
や
世
界
に
植
え
付
け
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

政
府
は
我
が
国
に
お
け
る
国
家
安

全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
・
防
衛

政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
国
家
安
全

保
障
戦
略
を
2
0
1
3
年
12
月
17
日

に
国
家
安
全
保
障
会
議
及
び
内
閣
の

閣
議
で
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

の
厳
し
さ
を
強
調
し
、
我
が
国
が
複

雑
か
つ
重
大
な
国
家
安
全
保
障
上
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
危
機
感
を

あ
お
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定

及
び
繁
栄
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
寄
与
し
て
い
く
た
め
と

し
て
、
次
々
と
軍
備
拡
張
へ
の
政
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
我
々
は
、
日
本
国
憲
法
の

前
文
の
格
調
高
い
平
和
国
家
へ
の
決

意
と
宣
言
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
の
動
き
も
あ

り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
な
っ
て

い
る
憲
法
9
条
を
高
く
掲
げ
、
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
真
の
積

極
的
平
和
主
義
で
あ
る
。�

（
数
）

　

7
月
1
日
、安
倍
内
閣
が「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
」を
閣
議
決
定
し

た
問
題
に
つ
い
て
、協
会
は
7
月
8
日

に
抗
議
声
明「
憲
法
を
破
壊
し
、日
本

を
戦
争
へ
と
誘
導
す
る
暴
走
内
閣　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認『
閣
議
決

定
』に
抗
議
し
、即
刻
撤
回
を
求
め
る
」

を
発
表
。安
倍
晋
三
首
相
、石
破
茂
自

民
党
幹
事
長
、山
口
那
津
男
公
明
党
代

表
お
よ
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

憲
法「
改
正
」に
つ
い
て
、安
倍
首
相

は
当
初
、改
憲
手
続
を
定
め
る
憲
法
96

条
の
改
定
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
が
、

反
対
世
論
が
強
い
こ
と
か
ら
頓
挫
。今

回
、正
面
か
ら
国
民
に
問
う
こ
と
を
回

避
し
、閣
議
決
定
と
い
う
手
段
で
、従

来
の
憲
法
解
釈
を
1
8
0
度
異
な
る

も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

決
定
後
の
記
者
会
見
で
安
倍
首
相

は
、「
現
行
の
憲
法
解
釈
の
考
え
方
は
、

今
回
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
も
何
ら

変
わ
る
こ
と
は
な
い
」と
説
明
。ま
た
、

山
口
公
明
党
代
表
は
、昨
年
の
参
院
選

で「
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
断
固
反

対
」と
言
っ
た
責
任
に
つ
い
て
記
者
か

ら
問
わ
れ
る
と
、「
行
使
は
認
め
て
い

な
い
」と
述
べ
る
な
ど
、与
党
が
揃
っ

て
国
民
を
欺
く
発
言
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

本
声
明
で
は
、「
人
命
を
守
る
医
師

は
い
か
な
る
戦
争
を
も
容
認
で
き
な

い
。私
た
ち
は
歴
史
の
教
訓
に
学
び
、

憲
法
の
理
念
を
体
し
て
平
和
を
脅
か

す
動
き
に
反
対
し
、核
戦
争
の
防
止
と

核
兵
器
廃
絶
が
現
代
に
生
き
る
医
師

の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
」と
の
開
業
医
宣
言
か
ら
、今
回

の
閣
議
決
定
に
抗
議
し
、こ
れ
を
即
刻

撤
回
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、閣
議
決
定
が
発
表
さ
れ
た
1

日
以
降
、共
同
、朝
日
、読
売
、日
経
各

紙
の
世
論
調
査
で
は
、軒
並
み「
閣
議

決
定
に
反
対
」が「
賛
成
」を
上
回
る
結

果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、広
島
を

は
じ
め
全
国
で
、決
定
に
反
対
す
る
大

規
模
な
デ
モ
、パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
戦
前
へ
の
回
帰
」を
図
る
強
行

決
定
に
、世
論
が
N
O
を
突
き
付
け
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

政
府
は
7
月
24
日
、特
定
秘
密
保
護

法（
以
下「
秘
密
法
」）の
施
行
令
案
と

運
用
基
準
案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
開
始
し
ま

し
た
。募
集
期
間
は
8
月
24
日
ま
で
の

1
カ
月
間
。年
内
の
施
行
に
向
け
、パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、今
秋

に
は
閣
議
決
定
す
る
構
え
で
す
。

　

ま
た
、7
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
有

識
者
会
議「
情
報
保
全
諮
問
会
議
」（
座

長
・
渡
辺
恒
雄
読
売
新
聞
主
筆
）に
は
、

秘
密
法
の
施
行
令
案
や
運
用
基
準
案

が
提
示
さ
れ
、了
承
。医
療
機
関
に
も

影
響
の
大
き
い
適
正
評
価
の
実
施
に

関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、秘
密
指
定
の
対
象
の
再
編
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。細
分
化
す
る
こ
と
で
秘

密
が
限
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
す
が
、歯
止
め
に
な
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

先
生
か
ら
も
意
見
送
付
を
！

　

協
会
は
憲
法
違
反
の
秘
密
法
に
反

対
し
て
お
り
、施
行
阻
止
の
立
場
か
ら

意
見
提
出
す
る
予
定
で
す
。会
員
の
先

生
に
も
下
記
の
方
法
に
て
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
1
日
に
広
島
市
内
で
市
民
団
体

が
行
っ
た
パ
レ
ー
ド
。

主　 張
　日本の財政赤字は、1990年に
は265兆8419億円、99年には600兆
3468億円と上昇した。2014年の予
算では、一般会計の歳入 95兆8823億円
の43％を公債金に依存しており、国・地
方を合わせた長期債務残高は1010兆円
を超すと言われ、国内総生産（ＧＤＰ）
比202％となっている。
　92年と2005年のＩＬＯ統計による
と、社会保障公費支出分のＧＤＰに占
める割合は、日本が92年は3.8％（2005年
は6.1％）、イギリスが12.4％（同13.5％）
となっている。一方、公共事業はＯＥＣ
Ｄの資料によると、92年の国と地方の
公共事業費のＧＤＰ比は、日本が5.6％、
イギリスが2.1％と、先進国の中で日本
が突出している。90～99年の平均で、日
本の社会保障の公費負担が19兆9373億
円であるのに対して、公共事業費は46
兆286億円に上る。
　日米構造協議で、アメリカは日米貿
易不均衡を日本の責任で是正するよう
に迫り、91年度から10年で430兆円の公
共投資を行うこと、更に94年には200兆
円上積みされて、2002年まで630兆円の
公共投資を行うことが約束された。船
の来ない港湾や利用客の少ない空港、
ダムなど不要不急の大型プロジェクト
が中心であった。地方自治体はハコも
のの維持費や借金返済で財政的に困窮
しており、公的医療機関の閉鎖も続発
した。日本の借金を増やす要因の一つ
と考えられる。
　国の税収入をみると、1989年の消費
税導入や97年の増税など、庶民の負担
を増大させる一方で、所得税の最高税
率の引き下げで富裕層が、法人税減税
で大企業が優遇された。一般会計税収
でみると、89年に19兆円とピークを記
録した法人税は、2014年の予算では10
兆円と半分に落ち込んでいる。1991年
に26兆7000億円あった所得税は、2014
年には14兆8000億円と半分強になって
いる。この税収入の減少も借金を増や
す要因になっている。

　小泉改革では、株取引の減税に
よる所得税の減少、研究開発費減
税、連結決算、租税特別措置、減価

償却や役員報酬の損金化で、法人税は
実質33％強となった。2006年度の法人
税と社会保障費を合わせた「企業の公
的負担」は、自動車関連企業では先進5
カ国で第3位、情報サービス業では第4
位。日本の法人税は高くない。
　ＧＤＰは1997年の523兆1900億円を
ピークに減少し続けている。その6割が
国民の消費である。厚生労働省の毎月勤
労統計（2014年5月）では、実質賃金指数
は11カ月連続で前年比を下回っている。
　以前の橋本改革や小泉改革は企業
には優遇し、消費税増税、医療費抑制な
どで国民に負担を迫り、犠牲を与えて
きた。アベノミクスの「第1 公共投資」、
「第2 異常なる金融緩和」、「第3大企業
ための成長戦略」は更なる借金を増や
し、国民の所得を更に下げるものであ
る。過去2回の構造改革と同じ轍を踏ん
でいる。
　憲法の「応能負担」の原則から、所得
税の超過累進課税の最高税率を上げ、
高くない法人税を含む「企業の公的負
担」の強化を求める必要がある。企業
の内部留保は2009年には257兆7183億
円と15兆円前年より増加しており、そ
の額を雇用に回せば、年収500万円の給
与で316万人の雇用が生まれる。また、
1998年の参議院国民福祉委員会では、
公共事業は1兆円で経済波及効果は2兆
8091億円、雇用効果は20万6710人であ
るのに対し、社会保障は1兆円で、それ
ぞれ5兆4328億円、58万3126人と、社会
保障のほうがそれぞれの効果が高いこ
とが示されている。
　長期的に国の予算で、日本の軍事費
の減額、米軍への思いやり予算の停止、
無駄な公共事業費の減額をすれば、社
会保障費への拡充は十分にできる。雇
用拡大が進めば所得税の増加も期待で
きるし、内需拡大に結び付く。国民の多
くの懐を増やす方策を望む。

社
会
保
障
の
充
実
が
経
済
効
果
と
雇
用
効
果
を
引
き
上
げ
る

医の眼、
 歯科の眼

年
内
施
行
に
向
け
動
き
強
め
る

特
定
秘
密
保
護
法
で
意
見
募
集

特定秘密の指定及びその解除並びに適正評価の実施に
関し統一的な運用を図るための基準（仮称）（案）」に対す
る意見募集の実施について
意見提出期間：2014年7月24日（木）～8月24日（日）当日消印有効
意見提出方法：①電子政府の総合窓口の意見フォーム
　　　　　　 ②電子メールアドレス（unyoukijyun1407@cas.go.jp）
　　　　　　 ③郵送　〒100-8968　東京都千代田区永田町1-6-1
　　　　　　 　内閣官房特定秘密保護法施行準備室「意見募集」係　宛
　　　　　　 ④ＦＡＸ　03-3592-2307　宛先は③と同じ
※�意見提出様式および注意事項については、内閣官房のホーム
ページを参照ください。協会からも提出様式をお送りできます。

協会が抗議声明発表
解釈改憲の即刻撤回を

集団的自衛権 閣議決定

社
保 

再
審
査
等
請
求
書

ご
希
望
の
方
は
協
会
ま
で
。

国
保
の
用
紙
も
あ
り
ま
す
。
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（
Ⅲ
）星
野
木
骨
と『
解
体
新
書
』

の
頭
蓋
内
部
と
体
幹
・
四
肢

の
骨

　

さ
て
、星
野
木
骨
の
頭
蓋
内
部
を

大
後
頭
孔
か
ら
覗
く
と
、頭
頂
部
に

は
左
右
を
分
け
る
割
れ
目
と
、左
右

を
結
ぶ
針
金
が
見
え
る
。そ
こ
で
Ｘ

線
撮
影
す
る
と
、縫
合
に
沿
っ
た
割

れ
目
と
そ
れ
を
結
合
す
る
針
金
お
よ

び
硬
膜
動
静
脈
溝
が
見
え
、側
面
像

で
は
ト
ル
コ
鞍（
Ｔ
）や
上
顎
洞（
Ｍ
）

も
見
え
る（
図
1
）。

　

大
後
頭
孔
か
ら
胃
カ
メ
ラ
を
入
れ

て
観
察
し
た
と
こ
ろ
、内
頭
蓋
底
正

中
部
の
前
か
ら
後
に
、鶏
冠
と
篩
骨

篩
板
、ト
ル
コ
鞍（
Ｔ
）、斜
台
、大
後

頭
孔
と
続
く（
図
2
ａ
）。残
念
な
こ

と
に
ト
ル
コ
鞍
の
前
床
突
起
と
蝶
形

骨
小
翼
の
一
部
は
壊
れ
、そ
こ
は
鋸

屑
を
固
め
た
よ
う
で
、木
釘
や
生
糸

が
覗
い
て
い
た
。中
頭
蓋
窩
に
は
正

円
孔（
Ｒ
矢
印
）、卵
円
孔（
Ｏ
矢
印
）、

棘
孔（
Ｓ
矢
印
）、頸
動
脈
管
内
口（
Ｃ

矢
印
）と
考
え
ら
れ
る
孔
が
開
い
て

い
た
。錐
体
後
面
に
は
内
耳
孔（
Ａ
矢

印
）も
見
え
た
。後
頭
部
で
は
矢
状
洞

溝
、左
右
の
横
洞
溝
お
よ
び
後
頭
洞

溝
が
合
し
て
静
脈
洞
交
会
を
な
し
、

左
右
の
Ｓ
状
洞
溝
を
通
っ
て
頸
静
脈

孔
に
達
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
観
察
か
ら
頭
蓋
の
制
作

法
は
次
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。①

真
骨
を
主
要
な
縫
合
に
沿
っ
て
切
り

分
け
、②
木
彫
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分

の
模
骨
を
作
っ
た
。蝶
形
骨
の
一
部

で
は
、木
で
大
ま
か
な
形
を
作
っ
た

後
に
木
粉
と
生
糸
を
練
り
合
わ
せ
た

も
の
で
細
か
い
構
造
を
作
っ
た
。③

針
金
で
留
め
な
が
ら
順
に
組
上
げ
て

頭
蓋
を
形
作
り
、④
厚
く
薄
茶
色
の

塗
料
を
塗
り
、⑤
頭
蓋
外
面
の
各
骨

を
画
す
る
線
を
浅
く
彫
っ
て
褐
色
に

彩
色
し
仕
上
げ
た
。

　

胃
カ
メ
ラ
を
入
れ
た
ま
ま
で
、眼

窩
や
外
頭
蓋
の
孔
か
ら
紙
縒
り
を
入

れ
て
み
た
。図
2
ｂ
の
外
側
2
本
の

紙
縒
り
は
左
右
眼
窩
の
上
眼
窩
裂
か

ら
、中
央
の
2
本
は
視
神
経
管
か
ら

入
れ
た
も
の
で
、内
頭
蓋
底
の
当
該

の
孔
か
ら
出
た
。頸
動
脈
管
外
口
か

ら
入
れ
た
紙
縒
り
は
曲
が
っ
た
後
に

内
口
に
出
て
き
た（
Ｃ
矢
印
）。同
様

に
し
て
、卵
円
孔
、棘
孔
、頸
静
脈
孔
、

顆
管
が
頭
蓋
内
外
を
正
し
く
連
絡
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

比
較
の
た
め
に『
解
体
新
書
』の
内

頭
蓋
底
を
図
3
に
示
す
。第
Ⅱ
報
と

合
わ
せ
て
比
較
す
る
と
、星
野
木
骨

の
頭
蓋
の
正
確
さ
は
当
時
の
日
本
人

の
知
識
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、手
本
と
す
べ
き
晒

骨
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、良
悦
自

身
が
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

頭
蓋
内
外
を
連
絡
す
る
神
経
や
血
管

を
除
去
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

既
報
の
全
身
骨
格
の
図
で
分
か
る

よ
う
に
、星
野
木
骨
の
体
幹
や
四
肢

の
骨
は
概
ね
正
確
に
作
ら
れ
て
お

り
、原
則
と
し
て
個
々
の
骨
を
別
々

に
作
っ
て
ホ
ゾ
と
ホ
ゾ
穴
で
結
合
す

る
。左
右
の
骨
や
結
合
順
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
ホ
ゾ
と
ホ
ゾ
穴
の
位
置

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、手
や
足
の

小
さ
い
骨
で
は
、片
側
の
一
部
の
骨

を
接
着
し
て
一
体
化
し
て
い
る
。椎

骨
で
は
、頸
椎
7
個
、第
1
胸
椎
、第

1
お
よ
び
第
2
腰
椎
は
別
々
に
作
っ

て
い
る
が
、第
2

－

12
胸
椎
、第
3

－

5
腰
椎
は
椎
間
板
を
は
さ
ま
ず
に
一

体
化
し
て
制
作
し
、下
に
仙
骨
、尾
骨

を
連
結
す
る
。胸
骨
で
は
柄
と
体
を

区
分
す
る
が
、体
と
剣
状
突
起
の
境

は
な
い
。12
対
の
肋
骨
は
全
て
別
々

に
作
っ
て
あ
り
、木
に
生
糸
を
螺
旋

状
に
巻
い
て
補
強
し
た
後
に
塗
料
を

塗
っ
た
こ
と
が
X
線
で
分
か
る
。第

7
肋
軟
骨
に
8

－

10
肋
軟
骨
を
結
合

し
て
肋
軟
骨
弓
と
し
、第
11

－

12
肋

骨
は
胸
椎
に
付
着
し
て
浮
遊
肋
で
あ

る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。『
解
体
新

書
』の
図
で
は
、椎
間
板
は
あ
る
も
の

の
、腰
椎
が
6
個
あ
り
、胸
骨
に
は

柄
・
体
・
剣
状
突
起
の
区
分
が
な
く
、

第
12
肋
骨
の
み
を
浮
遊
肋
と
し
て
い

る
な
ど
の
間
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

星
野
木
骨
、『
解
体
新
書
』の
両
者

と
も
、脊
柱
の
生
理
的
彎
曲
は
正
し

く
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、岬
角
も
な

い
。『
解
体
新
書
』翻
訳
に
あ
た
っ
て
、

日
本
の
伝
統
医
学
の
概
念
に
な
か
っ

た「
軟
骨
」と
い
う
言
葉
を
初
め
て

作
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、両
者
と

も
に
軟
骨
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
が

頷
け
る
。�

（
つ
づ
く
）

　

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
「
医
療
事

故
調
の
あ
る
べ
き
姿
―
医
療
安
全
と

再
発
防
止
に
向
け
て
」
に
出
席
し
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
国
会
で
医
療
法
改
正
法
案
が
成

立
し
、
医
療
事
故
調
査
制
度
（
以
下

「
事
故
調
」）
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し

た
。
事
故
調
は
2
0
1
3
年
5
月
、

厚
労
省
骨
子
案
が
公
表
さ
れ
、
同
年

12
月
、
保
団
連
の
見
解
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
見
解
を
深
め
、
発

展
さ
せ
る
見
地
か
ら
、「
1 

政
府
が

提
案
し
て
い
る
事
故
調
の
問
題
点
」、

「
2 

今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
」、
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
三
浦
清
春
保
団
連
副
会
長
よ

り
、
保
団
連
の
見
解
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
医
師
で
あ

り
弁
護
士
で
も
あ
る
大
磯
義
一
郎
浜

松
医
科
大
学
教
授
よ
り
、
事
故
調
の

問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

事
故
調
創
設
の
当
初
の
目
的
は
、

医
師
法
21
条
に
よ
る
刑
事
訴
追
が
萎

縮
医
療
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
刑
事

責
任
追
及
を
抑
え
る
の
が
目
的
で

あ
っ
た
。
事
故
調
の
制
度
検
討
会
で

医
師
の
代
表
は
、
医
療
事
故
が
あ
る

と
警
察
が
土
足
で
立
ち
入
り
取
り
調

べ
を
行
う
こ
と
の
な
い
制
度
を
め
ざ

し
、
弁
護
士
は
医
療
の
専
門
家
で
は

な
い
の
で
、
過
失
の
有
無
を
判
断
で

き
な
い
。
責
任
判
断
が
な
さ
れ
た
報

告
書
の
交
付
を
無
償
で
受
け
ら
れ
る

制
度
を
目
指
し
て
い
る
。
制
度
設
計

で
大
切
な
こ
と
は
、
個
人
の
責
任
追

及
だ
け
で
は
な
く
再
発
防
止
を
め
ざ

し
た
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
磯
氏
が
強
く
強
調
さ
れ
た
の

は
、
無
過
失
保
証
制
度
を
国
に
お
金

を
出
し
て
も
ら
お
う
と
し
な
い
で
、

医
療
団
体
が
自
力
で
創
設
す
る
こ

と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
弁
護
士
の
出
番

は
な
く
な
り
、
医
事
紛
争
も
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
。
医
療
事
故
紛
争
が
多

発
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本

だ
け
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

事
故
調
の
制
度
設
計
と
運
用
が
今

後
の
医
療
に
影
響
を
与
え
、
医
療
崩

壊
や
委
縮
診
療
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
保
険
医
と
し
て
注
目
し
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、法
政
大
学
総
長
田
中
優
子

氏
の
記
念
講
演
に
つ
い
て
、簡
略
に

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。田
中

優
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て

は
良
く
ご
存
じ
の
事
と
思
い
ま
す
の

で
詳
細
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。氏
の
専
門
は
江
戸
学
で
、話
の

節
々
に
江
戸
に
つ
い
て
の
思
い
入
れ

が
強
く
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
要
点
は
、特
定
秘
密
保
護

法
か
ら
集
団
的
自
衛
権
に
至
る
安

倍
政
権
の
危
険
性
に
つ
い
て
、自
民

党
の
憲
法
改
定
法
案
に
見
る
こ
と

が
出
来
、現
憲
法
と
の
比
較
に
お
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。現
憲
法
の
前
文

で
は
、主
語
が
日
本
国
民
で
あ
る
の

に
対
し
，自
民
党
案
で
は
日
本
国
家

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、国
民
よ
り
国

家
を
強
調
し
、天
皇
は
象
徴
か
ら
元

首
に
変
え
ら
れ
る
な
ど
、戦
前
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う

な
憲
法
改
定
で
あ
り
、安
倍
政
権
は
、

そ
こ
に
至
る
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と

し
た
。現
在
は
第
4
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
最
中
に
あ
り
、第
1

は
江
戸
時
代
、第
2
は
明
治
維
新
、第

3
は
敗
戦
直
後
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

鎖
国
を
し
て
い
た
江
戸
時
代
が
何

故
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、氏
の
説
明
に
よ
る
と
江
戸
幕
府

は
し
っ
か
り
と
長
崎
、対
馬
を
通
じ

て
海
外
の
情
報
を
集
め
て
お
り
、海

外
と
の
交
易
も
行
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。こ
の
あ
た
り
の
事
も
大

変
興
味
深
く
、詳
し
く
聞
き
た
い
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、東
京
都
議
会
議
員
の
セ
ク
ハ

ラ
野
次
に
つ
い
て
も
触
れ
、自
ら
の
経

験
を
交
え
て
日
本
の
現
状
は
男
尊
女

卑
の
思
想
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、そ

の
思
想
は
江
戸
時
代
の
武
士
社
会
で

培
わ
れ
た
も
の
で
、元
々
日
本
は
女
系

社
会
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、徳
川
家
康
の
2
7
0
年

と
言
う
太
平
の
世
の
中
を
築
い
た
施

策
や
何
故
植
民
地
獲
得
に
列
強
が
競

い
合
っ
た
の
か
な
ど
、興
味
深
い
話

が
語
ら
れ
た
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。別
の
機
会

に
是
非
田
中
先
生
の
江
戸
学
の
話
を

じ
っ
く
り
と
聞
き
た
い
と
思
う
講
演

会
で
し
た
。

医科分科会で講演する
大磯氏

図1　星野木骨頭蓋のＸ線による正面像と側面像

図2　星野木骨内頭蓋底の胃カメラによる観察

図
3　
『
解
体
新
書
』の
内
頭
蓋
底

記
念
講
演「
再
び
、も
の
言
え
ぬ
国
と
な

ら
な
い
た
め
に
」� （
報
告
）副
理
事
長
　
上
田 

喜
清

医
科
分
科
会
に
参
加
し
て

�

（
報
告
）理
事
　
古
屋 

和
博

広
島
大
学
名
誉
教
授
・
医
師　

片　

岡　

勝　

子　
　
　

広
島
が
誇
る
江
戸
時
代
の
文
化
遺
産

広
島
が
誇
る
江
戸
時
代
の
文
化
遺
産

国
の
重
要
文
化
財

国
の
重
要
文
化
財

星
野
木
骨

星
野
木
骨

星
野
木
骨

　保団連は7月5日（土）、6日（日）の2日間、東京都内で標記集
会を開催。全国から医師、歯科医師など396人が参加しまし
た。5日は、法政大学総長の田中優子氏（写真）が、グローバル
化に直面する日本のあり方について講演。6日は、医科、歯科
の分科会などが開催されました。以下に参加者の報告を掲載
します。（報告は7面にも掲載）

第44回夏期セミナー開催
396人が日本と医療のこれからを学ぶ

保
団
連
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個
別
指
導
な
ど
の
実
施
計
画

開
示
請
求
で
明
ら
か
に

　

協
会
は
個
別
指
導
等
に
つ
い
て
、

「
2
0
1
4
年
度
選
定
委
員
会
配
布

資
料
・
議
事
録
」お
よ
び「
2
0
1
3

年
度
個
別
指
導
・
新
規
個
別
指
導（
医

科
・
歯
科
）結
果
通
知
等
」の
開
示
請

求
手
続
き
を
行
い
、7
月
15
日（
火
）

に
資
料
を
入
手
し
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
配
布
資
料
に
よ
る

と
、今
年
度
の
個
別
指
導
は
病
院（
一

般
、老
人
、精
神
、そ
の
他
）が
9
医
療

機
関
、医
科
診
療
所
が
90
医
療
機
関
、

ま
た
、歯
科
診
療
所
は
63
医
療
機
関

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、集
団

的
個
別
指
導
は
、病
院
が
18
医
療
機

関
、医
科
診
療
所
が
1
7
3
医
療
機

関
で
、歯
科
診
療
所
は
1
2
5
医
療

機
関
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
個
別
指
導
に
つ
い
て
は
、具

体
的
な
実
施
予
定
数
は
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

選
定
理
由
ご
と
の
件
数
な
ど
が
不
開

示
扱
い
に

　

個
別
指
導
の
選
定
理
由
は
、「
情
報

提
供
に
よ
る
も
の
」「
再
指
導
・
経
過

観
察
」「
高
点
数
」の
3
つ
で
し
た
。昨

年
ま
で
は
選
定
理
由
ご
と
の
件
数
ま

で
開
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
年

は「
指
導
に
係
る
事
務
に
関
し
、正
確

な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
す
る
お
そ

れ
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
な
行
為

評
価
し
た「
地
域
包
括
診
療
加
算（
地

包
加
）」
に
つ
い
て
は
、
3
2
6
医

療
機
関
が
届
出
を
し
て
い
ま
す
。「
地

域
包
括
診
療
料
（
地
包
診
）」
の
届

出
は
1
医
療
機
関
の
み
で
し
た
。
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
（
地
域
包

括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
）
の
届
出

は
4
医
療
機
関
（
す
べ
て
「
1
」
の

届
出
）。

　

在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
（
支
援
診
）
の
う
ち
、

定
め
ら
れ
た
緊
急
往
診
や
看
取
り
数

の
実
績
が
あ
る
支
援
診
に
対
す
る
評

価
と
し
て
、「
在
宅
療
養
実
績
加
算

（
在
診
実
）」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

届
出
数
は
31
医
療
機
関
で
、
支
援
診

届
出
総
数
（
4
5
3
）
の
1
割
に
も

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
会
員
の
先
生
か

ら
は
、「
届
出
に
あ
た
り
、
直
近
1

年
間
の
実
績
と
し
て
緊
急
往
診
10
件

以
上
、
看
取
り
4
件
以
上
が
必
要
だ

が
、
そ
も
そ
も
患
者
の
死
亡
数
を
要

件
に
入
れ
る
こ
と
自
体
ナ
ン
セ
ン

ス
」
と
疑
問
を
呈
す
る
声
も
聞
か
れ

ま
す
。

　

ま
た
、支
援
診
・
支
援
病（
強
化
・
連

携
型
）の
経
過
措
置
に
関
す
る
届
出

の
期
限（
本
年
9
月
30
日
）が
迫
っ
て

い
ま
す
の
で
、該
当
の
医
療
機
関
が

実
績（
4
月
1
日
～
9
月
30
日
の
6

カ
月
の
間
に
緊
急
往
診
5
件
、看
取

り
2
件
）を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
歯
科
】

　

歯
科
で
新
設
さ
れ
た
点
数
の
施
設

基
準
の
届
出
状
況
は
、「
在
宅
か
か

り
つ
け
歯
科
診
療
所
加
算（
在
か
診
・

歯
科
訪
問
診
療
料
1
の
加
算
）」
が

52
医
療
機
関
、「
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
2
（
歯
リ
ハ
2
）」

が
90
医
療
機
関
、「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
（
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
）」
が
5
5
9
医

療
機
関
で
し
た
。

　

広
島
県
下
医
療
機
関
の
施
設
基
準

の
届
出
状
況
は
中
国
四
国
厚
生
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。
先
日
、
6
月
1
日
現
在
の
数
字

が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
今
次
改
定
で

新
設
さ
れ
た
主
な
施
設
基
準
の
届
出

医
療
機
関
数
は
別

掲
の
通
り
で
す
。

【
医
科
】

　

主
治
医
機
能
を

を
容
易
に
し
、若
し
く
は
そ
の
発
見

を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
」と
の
理
由
で
不
開
示
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、不
開
示
と
し
た
部
分

の
開
示
を
求
め
、「
審
査
請
求
」を
行
う

予
定
で
す
。昨
年
ま
で
開
示
さ
れ
て
い

た
部
分
に
よ
り
、厚
生
局
が
不
開
示
の

理
由
と
す
る
よ
う
な
事
例
は
起
き
て

お
ら
ず
、全
て
開
示
す
べ
き
で
す
。

昨
年
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

昨
年
は
医
科
で
は
個
別
指
導
が
16

医
療
機
関
、新
規
個
別
指
導
が
40
医
療

機
関
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、歯
科
で
は
個
別
指
導
が
6
医
療

機
関
、新
規
個
別
指
導
が
37
医
療
機
関

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
の
実
施
計
画
お
よ
び
昨
年
の

結
果
に
つ
い
て
は
、5
面
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。医
科
に
つ
い
て
は
、次
号
で

紹
介
・
解
説
す
る
予
定
で
す
。

経済上の利益の提供
による誘引の禁止に
関するものなど
厚労省、疑義解釈
その8示す

　

厚
生
労
働
省
は
7
月
10
日
付
け
で

「
疑
義
解
釈
資
料（
そ
の
8
）」を
地
方

厚
生（
支
）局
担
当
課
な
ど
に
通
知
し

ま
し
た
。厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
全
文
の
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
で
す
。

　

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
関
係（
Ｄ

Ｐ
Ｃ
関
係
含
む
）が
16
、医
科
歯
科
共

通
の
療
養
担
当
規
則
関
係
は
6
。医

科
診
療
報
酬
点
数
表
関
係
で
は
、入

院
料
お
よ
び
地
域
包
括
診
療
加
算
・

地
域
包
括
診
療
料
に
関
す
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、療
養
担
当
規
則
関
係
で
は
、

6
問
す
べ
て
が「
経
済
上
の
利
益
の

提
供
に
よ
る
誘
引
の
禁
止
」（
療
養
担

当
規
則
第
2
条
の
4
の
2
）に
関
す

る
も
の
で
し
た
。

　

問
1
で
は
療
養
担
当
規
則
改
定
の

趣
旨
を
説
明
。一
部
の
保
険
医
療
機

関
等
に
お
い
て
、集
合
住
宅
等
の
患

者
紹
介
を
受
け
、紹
介
料
を
払
っ
た

う
え
で
、訪
問
診
療
等
を
行
っ
た
事

例（
い
わ
ゆ
る「
不
適
正
事
例
」）を
な

く
す
た
め
、①
保
険
医
療
機
関
が
患

者
紹
介
の
対
価
と
し
て
事
業
者
に
経

済
の
利
益
提
供
を
行
う
こ
と
、②
患

者
が
自
己
の
保
険
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
る
よ
う
誘
引
す
る
こ
と
は
禁

止
行
為
に
あ
た
る
と
し
ま
し
た
。な

お
、「
経
済
上
の
利
益
」に
は
、金
銭
の

授
受
の
他
、物
品
、便
益
、労
務
、接
待

な
ど
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

日本経済の再生

　アベノミクスは日銀の金融緩和からはじまった。銀行にお金を流し、銀行

はそのお金をどんどん企業に融資する。銀行は余ったお金で国債を買う。企

業は設備投資に回さず、金融投資や不動産市場、また企業自身が国債を買う。

余ったお金は内部留保に回り、家計になかなか行かない。ここをなんとかし

なくてはいけない。

　なぜ日本では大企業優遇政策が通用しているのか。これは成功体験が大き

い。日本は戦後、企業を育ててきた。トヨタも最初は中小企業のようだったし、

今でもそういう体質がある。トヨタ本社では全体の車種の3割～4割しかつくっ

ておらず、残りの部品は全部下請けがつくっている。こうした実態はアメリ

カやヨーロッパの会社では考えられない。欧米では本社で6割～ 7割をつくり、

ユニークな部品を中小企業から買う。下請けという言葉は日本しかない。英

語で訳せない。下請け（shitauke）や系列（keiretsu）というのは、経営用語

ではローマ字で表される。

　こうして日本経済が育ち、高度経済成長があり、当時は下請けにお金が回っ

ていた。また、日本は欧米と違い終身雇用制、年功序列型賃金を採用していた。

30代では教育資金に、40代以降は家族介護に回る。このように賃金に教育と

福祉が織り込まれていた。能力的にはストップしていても、40代、50代でも

あがっていくのは、明らかに「家族に給料を使って」という仕組みである。

　しかし、日本経団連は1996年に日本型雇用をやめようと宣言した。中小企

業も大企業に「右にならえ」と、同じような方法をとりはじめ、今はどんど

ん変わっている。「家族が家庭でみる」というのが日本型の福祉であり、それ

を賃金で補っていた。終身雇用制と年功序列型賃金をやめたときに福祉の政

策を変える必要があったのだが、何も対策を講じなかったため、雇用は崩れ、

賃金が上がらない上に、福祉も不十分なままである。

○おわりに

　最後に今後の日本経済再生の具体策について述べたい。政府は国内の新た

な産業投資を促進すべきである。ヘルスケアや子育て産業など、ヨーロッパ

のように医療や介護、子育てなどにお金が回る仕組みをつくり、産業を育成

する。また、クリエイティブ産業の育成も大事。日本はモノづくり、匠の技

があり、地方にその根がある。中小企業に大きな発展の目があり、現在の大

企業依存からの脱却が必要である。今の大企業は成熟しているため、いくら

金をつぎ込んでも海外に出て行くだけである。現在の大企業が戦後の高度成

長を引っ張ってきたことは誰もが認めるところだが、次の大企業をつくって

いかないといけない。次の伸びていく企業をつくるかどうかが日本経済の要

である。その芽は地方の技の中にある。例えば東北の南部鉄器は質が良いた

めに海外で売れている。そうしたものがたくさんある。

　大企業優遇がもはや全く通用しないことに気付いて、大企業が持っている

内部留保から新しい産業への投資を優遇税制で誘導するなど、国内の新たな

産業投資を促進すれば変わるはずである。

　変えるのはなかなか大変なことだが、国民が声をあげ、施策に反映させ、

そして地方への投資が活発になっていくというもう1つの日本経済の姿を描い

ていかなければならない。

� （おわり）

駒澤大学経済学部教授　小　栗　崇　資

日本経済の再生と内部留保の活用⑦日本経済の再生と内部留保の活用⑦

施設基準の届出状況
地域包括診療加算は326件の届出

主な施設基準の届出医療機関数（2014年6月1日現在）
【医科】

地域包括診療加算（地包加） 326

地域包括診療料（地包診） 　　1

在宅療養実績加算（在診実） 　31

地域包括ケア病棟入院料1（地包ケア1）
（地域包括ケア入院管理料1）

　　4

【歯科】
在宅かかりつけ歯科診療所加算（在か診） 　52

歯科口腔リハビリテーション料2 　90

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 559

中国四国厚生局のホームページより
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し
て
い
ま
す
。ま
た
、協
会
は
行
き
過

ぎ
た
指
導
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
指

導
当
日
の
録
音
や
弁
護
士
帯
同
の
実

施
を
勧
め
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

下
記
に
て
指
摘
事
項
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。カ
ル
テ
記
載
・
保
険
請
求

等
の
際
の
自
己
点
検
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

今
年
度
の
指
導
実
施
計
画
は
、4

面
で
紹
介
し
た
通
り
、個
別
指
導（
個

別
）は
63
医
療
機
関
を
対
象
と
し
て

お
り
、選
定
数
は
昨
年
並
み
で
す
。集

団
的
個
別
指
導（
集
個
）は
、1
2
5

医
療
機
関
が
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。対
象
点
数
、選
定
数
と
も

に
昨
年
並
み
で
す
。（
別
掲
を
参
照
下

さ
い
）

　

2
0
1
3
年
度
指
導
結
果
で
は
、

個
別
指
導
の
実
施
件
数
は
、6
件

（「
再
指
導
」1
、「
経
過
観
察
」4
、未

定
1
）、新
規
個
別
が
37
件（「
概
ね
妥

当
」10
、「
経
過
観
察
」24
、「
再
指
導
」

3
）で
し
た
。新
規
個
別
で
は
、自
主

返
還
の
措
置
が
14
で
、「
経
過
観
察
」

の
中
で
も
約
4
割
が
措
置
を
受
け
て

い
ま
す
。ま
た
、通
常
の
個
別
指
導
と

同
様
に
再
指
導
と
い
う
厳
し
い
措
置

も
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

指
導
は
、保
険
診
療
の
取
扱
い
、診

療
報
酬
の
請
求
等
に
つ
い
て
周
知
徹

底
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、懇
切

丁
寧
に
行
う
こ
と
が
本
来
の
方
針
で

す（
指
導
大
綱
）。し
か
し
、「
医
療
費

適
正
化
」の
名
の
も
と
、公
的
医
療
費

を
抑
制
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
使

用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

指
導
の
備
え
と
し
て
は
、や
は
り

日
常
の
カ
ル
テ
記
載
や
診
療
に
関
わ

る
書
類
の
整
備
、療
養
担
当
規
則
、点

数
表
等
に
沿
っ
た
保
険
診
療
・
保
険

請
求
ル
ー
ル
に
精
通
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

協
会
で
は
、日
常
の
保
険
請
求
や

査
定
減
点
事
例
の
相
談
、個
別
指
導

等
に
つ
い
て
役
員
が
カ
ル
テ
記
載
等

の
助
言
を
行
う
相
談
会
も
随
時
実
施

2
0
1
3
年
度
指
導
結
果

個
別
6
、新
規
個
別
37

 歯科行事案内

■　歯科臨床研究会 
　インプラント治療に際して考慮すべき歯周組織の環境と対策
　～インプラント治療の長期安定性を得るために～

　講　師　佐藤　聡　先生
　　　　　日本歯科大学新潟生命歯学部歯周病学講座教授
　　　　　同先端研究センター再生医療学教授
　と　き　8月24日（日）10:00～12:00
　ところ　広島ＹＭＣＡ 2号館　4Ｆ「大会議室」
　その他　�日歯生涯研修事業対象（日歯会員の先生はＩＣカードをご持

参下さい）

■　歯科医療スタッフセミナー
　メディカルサポート・コーチング
　～医療現場の信頼関係構築で必須のスキル～

　講　師　濱田　真理子　先生
　　　　　（有）エイチ・エムズコレクション代表取締役、歯科衛生士
　（福山会場）　9月6日（土）15:00～17:00
　　　　　　　県民文化センターふくやま　地下「文化交流室」
　（広島会場）　9月7日（日）10:00～12:00
　　　　　　　ホテルセンチュリー21広島　2Ｆ「フォルザ」
　その他　セミナー受講者には、修了証を発行致します。

備　考  
　両行事とも、会員・会員医療機関スタッフ対象（参加費無料）。
　未入会の先生は協会ご入会後、参加費無料となります。
　�参加ご希望の先生は、別途お送りしている「案内ハガキ」にてお申込み
ください。

2014年度 
個別指導等実施予定医療機関数（歯科）
●個別指導実施予定医療機関数　63
●集団的個別指導実施予定医療機関数　125
　　　　　県平均点数　　1,390点
　　　　　対象点数　　　1,668点
＊総医療機関数　1,570

歯　科

○事務的事項
（診療録等）
・診療録様式第一号（二）の1（診療録第1面）の記載について、部位、傷病名、開始、終了
に係る記載がない例が認められたので改めること。
・診療録様式第一号（二）の2（診療録第2面）の記載について、症状、所見、治療方針が不
十分な例が認められたので改めること。
・診療録の記載方法、記載内容について、次の不適切な例が認められたので改めるこ
と。
　①塗りつぶし。②判読困難な記載。③二本線で抹消しておらず修正液による修正の
ため、訂正前の記載内容が判読不能。

（その他）
・次の届出事項について、既に届け出ている内容に変更があった場合には、速やかに
中国四国厚生局指導監査課あてに届け出ること。①休診日　②標榜科　③保険医の
異動
・保険医療機関の掲示事項について、次の不適切な事項が認められたので改めるこ
と。①保険医療機関である旨の標示　②施設基準の届出に係る掲示

○初・再診料
・歯科初診料について、内容から治療の継続性が認められる診療に対して算定してい
る例が認められたので改めること。
・歯科診療特別対応加算について、診療録に患者の状態等に係る記載が画一的な例が
認められたので、診療日毎に患者に即した状態を記載するよう改めること。

○医学管理等
（歯科疾患管理料）
・歯科疾患管理料について、次の不適切な例が認められたので改めること。①管理計
画書に生活習慣の改善目標、口腔内の状態、口腔内の状態の改善状況、検査結果等の
要点にかかる記載が不十分。②2回目以降の継続管理計画書の提供時期が前回の管理
計画書の提供日から起算して4月を超える日であるにもかかわらず、提供していな
い。③診療録に管理計画書の写しを添付していない。
・歯科疾患管理料について、患者又はその家族に提供した1回目の管理計画書の患者
記入欄が、患者又はその家族が記入していると判断できない例が認められたので改
めること。

（歯科衛生実地指導料）
・歯科衛生実地指導料について、次の不適切な例が認められたので改めること。①患
者への提供文書に指導を行った歯科衛生士の署名がない。②歯科衛生士業務記録簿
がなく指導等の内容が確認できない。また、患者に提供した文書の写しがない。

（義歯管理料）
・新製有床義歯管理料について、提供文書に必要とされる内容の記載がない例が認め
られたので改めること。
・有床義歯管理料について、診療録に管理内容等の記載が画一的であり、実態に即し
た内容の記載でない例が認められたので改めること。

○在宅医療
・歯科訪問診療料について、次の不適切な例が認められたので改めること。①通院に

よる歯科治療が困難でない患者に対して算定している。②診療録に歯科訪問診療の
対象者に該当する理由（通院による歯科診療が困難な理由）が単なる病名等のみで
あって、その病態、全身状態等の必要と考える記載がないため、対象者とする妥当性
が確認できない。

○画像診断
・歯科エックス線撮影、歯科パノラマ断層撮影について、診療録に所見の記載が不十
分な例が認められたので改めること。
・歯科用3次元エックス線断層撮影について、当該撮影の必要性が十分に確認出来な
い、歯科エックス線撮影を第一選択として画像診断すべきと考えられる症例に対し
て算定している例が認められた。当該撮影にあたっては、症状、所見、既往歴、被曝量
にかかるリスクベネフィットなど、その必要性が十分認められる場合であって、かつ
3次元的に確認を要する場合に限り算定するよう改めること。

○処置
・加圧根管充填加算について、歯科エックス線撮影による根尖部周囲充填状態の確認
が出来ない画像をもって算定している例が認められたので改めること。
・抜髄について、診療録に使用した麻酔薬剤名、使用量等が記載されていない例が認
められたので改めること。

○手術
・口腔内消炎手術について、診療録に手術部位、症状、術式の記載に関する記載が乏し
い例が認められたので改めること。
・抜歯手術について、歯又は残根の全部を抜去せず中止したにもかかわらず算定して
いる例が認められたので改めること。

○歯冠修復及び欠損補綴
・補綴時診断料について、次の不適切な例が認められたので改めること。①診療録に
欠損部の状態の記載が不十分。②抜歯同日の抜歯部位に係る補綴時診断。
・クラウン・ブリッジ維持管理料に係る患者への提供文書の取扱いについて、患者に
は文書に直接記載した原本を提供し、診療録には原本より印字された写しを添付す
るよう改めること。

○歯周治療
・診療録に歯周基本治療後の歯周病検査に基づく再評価が記載なく終了しているな
ど、検査結果等に対する診断及び治療計画がないため、歯周治療の妥当性が不明確な
例が認められた。「歯周病の診断と治療に関する指針」を参考とするなど、歯科医学的
に妥当適切な歯周治療を行うとともに、診療録においても診断等を明確に示すよう
改めること。
・歯周基本治療処置（Ｐ基処）について、薬剤を用いた場合に、診療録に用いた薬剤名
を記載していない例が認められたので改めること。
・歯周治療と並行し歯科医学的に不適切な補綴治療を行っている例が認められた。
「歯周病の診断と治療に関する指針」を参考とするなど、歯科医学的に妥当適切な歯
周治療を行うこと。

2013年歯科個別指導および新規個別指導【指摘事項】抜粋
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健
康
保
険
・
厚
生
年
金（
以
下「
社
会

保
険
」と
い
う
）適
用
事
業
所
に
お
い

て
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
た
職
員

が
退
職
し
た
場
合
の
健
康
保
険
に
つ

い
て
は
、3
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。「
健
康
保
険
を
任
意
継
続
す
る
」、

「
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
」、「
社

会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者
と
な

る
」で
す
。当
然
、こ
の
中
か
ら
保
険
料

の
安
い
も
の
を
選
択
す
る
と
考
え
れ

ば
、社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者
を

選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。な
ぜ

な
ら
ば
、社
会
保
険
加
入
者
の
保
険

料
は
扶
養
す
る
人
数
に
よ
っ
て
変
わ

ら
な
い
か
ら
で
す
。で
す
か
ら
、退
職

後
被
扶
養
者
と
な
っ
た
場
合
の
保
険

料
は
0
円
で
す
。た
だ
し
被
扶
養
者

に
な
る
た
め
の
要
件
、収
入
要
件（
年

収
1
3
0
万
円
未
満　

65
歳
以
上
は

1
8
0
万
円
未
満
）等
が
あ
り
ま
す
。

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
や
失
業
保

険
の
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
収

入
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
額
に
よ
っ

て
は
被
扶
養
者
に
な
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

次
の
選
択
肢
と
し
て
は
残
り
の
二

つ「
任
意
継
続
」、「
国
民
健
康
保
険
」

と
な
り
ま
す
が
、任
意
継
続
す
る
に

も
要
件
が
あ
り
ま
す
。社
会
保
険
の

加
入
期
間
が
継
続
し
て
2
か
月
以
上

で
退
職
日
の
翌
日
か
ら
20
日
以
内
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
れ

ら
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
最
大
2
年
間
継

続
で
き
ま
す
。

　

前
述
し
た
任
意
継
続
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
な
ら
ば
、国
民
健
康
保
険

と
ど
ち
ら
が
安
い
か
比
較
し
て
選
択

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、保
険
料

算
出
方
法
は
両
者
で
全
く
異
な
り
ま

す
。そ
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。任
意
継
続
の
保

険
料
算
出
方
法
は
簡
単
に
説
明
す
る

と
、退
職
時
の
標
準
報
酬
月
額
に
お
け

る
健
康
保
険
料（
給
与
明
細
に
お
い
て

控
除
さ
れ
て
い
る
金
額
）の
2
倍
の
額

と
な
り
ま
す
。い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル

で
す
。た
だ
、知
っ
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
保
険
料
に
上
限
額
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。8
月
時
点
の
協
会
け

ん
ぽ
広
島
の
場
合
に
お
い
て
は
、標

準
報
酬
月
額
28
万
円
等
級（
健
康
保

険
料
額（
介
護
保
険
料
額
除
く
）本
人

負
担
分
1
万
4
0
4
2
円
の
2
倍
の

2
万
8
0
8
4
円
）が
任
意
継
続
の
保

険
料
の
上
限
額
と
な
り
ま
す
。そ
の
上

限
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、単
純
に
退

職
時
の
給
与
明
細
で
控
除
さ
れ
た
健

康
保
険
料
の
2
倍
が
任
意
継
続
の
保

険
料
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、国
民
健
康
保
険
は
被
保
険

者
均
等
割
、世
帯
別
平
等
割
、所
得

割
な
ど
、市
区
町
村
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
料
率
を
乗
じ
て
算
定
し
た
合
計

を
、年
間
の
保
険
料（
1
世
帯
あ
た
り

の
上
限
額
あ
り
）と
し
て
算
出
し
ま

す
。特
に
所
得
割
は
前
年
あ
る
い
は

前
々
年
の
基
礎
控
除
後
の
所
得
額
で

算
出
さ
れ
ま
す
。任
意
継
続
と
違
い
、

給
与
所
得
の
み
な
ら
ず
他
の
所
得
も

含
め
た
も
の
で
算
出
さ
れ
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
あ
り
、な
か
な
か
自

身
で
計
算
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。任
意
継
続
は
手
続
き

の
期
限（
退
職
日
の
翌
日
か
ら
20
日

以
内
）が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
比

較
検
討
を
す
る
た
め
に
、退
職
日
が

決
ま
っ
た
時
点
で
事
前
に
市
区
町
村

役
場
の
国
民
健
康
保
険
課
に
お
い
て

退
職
予
定
日
を
告
げ
、国
民
健
康
保

険
料
を
算
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、あ
く
ま

で
市
区
町
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
で
あ
り
、他
に
い
わ
ゆ
る
業
種
別
国

民
健
康
保
険
組
合（
医
師
国
保
、歯
科

医
師
国
保
等
）が
あ
り
ま
す
。ご
家
族

が
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
、

加
入
が
で
き
ま
す
の
で
、そ
の
場
合

は
各
業
種
別
の
国
民
健
康
保
険
組
合

に
保
険
料
を
ご
確
認
い
た
だ
き
比
較

し
て
く
だ
さ
い
。退
職
し
た
後
の
保
険

加
入（
任
意
継
続
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
）の
手
続
き
は
基
本
的
に
は
退
職
者

本
人
が
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、事
業
所
側
と
し
て
も
把
握
し
て
お

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

イ
チ
エ
フ（
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
）で
働
い
て（
上
）

～
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

Ｔ
さ
ん
と
Ｙ
さ
ん
の
経
験

　

福
島
市
内
の
小
・
中
学
校
の
校
庭

の
除
染
作
業
。表
土
を
5
ｃ
ｍ
く
ら

い
削
い
で
集
め
、ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

を
か
け
ま
す
。普
通
の
工
事
現
場
と

同
じ
よ
う
な
作
業
で
し
た
が
、夏
休

み
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
終
え

な
く
て
は
な
ら
ず
、肉
体
的
に
大
変

な
も
の
で
し
た
。二
本
松
や
南
相
馬
、

川
内
村
で
も
除
染
作
業
を
行
い
ま
し

た
。瓦
礫
の
撤
去
や
常
磐
自
動
車
道

の
復
旧
作
業
も
し
ま
し
た
。

　

―
常
磐
自
動
車
道
の
復
旧
作
業
付

近
は
、当
時
の
警
戒
区
域
内
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。2
0
1
2
年
3
月
頃
、

小
高（
お
だ
か
）地
区
あ
た
り
で
し
た
。

復
旧
作
業
中
に
余
震
が
く
る
の
で

造
っ
た
端
か
ら
壊
れ
て
い
く
。防
護
服

を
着
て
い
る
と
作
業
に
時
間
が
か
か

る
た
め
、防
護
服
を
脱
ぎ
、余
震
の
合

間
に
進
め
る
の
で
す
。線
量
を
確
認

し
た
う
え
で
作
業
を
す
る
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
た
ら
完
成
し
ま
せ
ん
。線
量
の

低
そ
う
な
位
置
で
計
測
す
る
よ
う
、元

請
け
の
担
当
者
が
指
示
し
て
い
ま
し

た
。ど
こ
の
現
場
で
も
そ
う
や
っ
て
作

業
を
進
め
て
い
る
、作
業
員
は
何
も
言

え
ず
作
業
す
る
だ
け
。線
量
が
高
い
場

所
は
放
射
線
状
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、疎
ら
な
の
だ
か
ら
、現
場

で
は
そ
う
や
っ
て
進
め
る
し
か
な
い

と
い
っ
た
感
じ
で
す
。使
い
捨
て
に
す

る
は
ず
の
作
業
服
も
着
ま
わ
し
て
い

ま
し
た
ね
。

　

そ
ん
な
現
場
で
は
体
の
不
調
を
訴

え
る
こ
と
も
で
き
ず
、潰
瘍
を
こ
じ

ら
せ
腹
膜
炎
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

―
仕
事
中
に
倒
れ
た
の
で
す
か
？

救
急
車
で
病
院
へ
？

　

救
急
車
な
ど
呼
べ
る
雰
囲
気
は
あ

り
ま
せ
ん
。座
っ
て
い
る
こ
と
も
憚

ら
れ
、作
業
を
終
え
て
か
ら
や
っ
と

彼（
Ｙ
さ
ん
）に
病
院
へ
搬
送
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

―
原
子
力
施
設
の
管
理
区
域
内
作

業
に
従
事
す
る
場
合
、「
放
射
線
管
理

手
帳
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
。

　

被
ば
く
歴
や
健
康
診
断
の
実
施
状

況
な
ど
を
記
録
す
る
手
帳
で
、事
業

者
が
申
請
し
て
発
行
さ
れ
、事
業
者

と
労
働
者
の
間
で
記
録
や
確
認
が
さ

れ
て
い
く
も
の
で
す
。で
も
、実
際
に

記
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

―
な
ぜ
、そ
う
思
う
の
で
す
か
？

　

広
島
に
帰
る
際
、雇
用
主
に
放
管

手
帳
の
返
却
を
求
め
ま
し
た
が
、

ま
っ
た
く
返
答
が
な
い
か
ら
で
す
。

雇
用
契
約
関
係
の
書
面
も
す
べ
て
雇

用
主
が
持
っ
て
い
て
、こ
ち
ら
は
控

え
す
ら
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。未

払
い
の
賃
金
も
あ
り
ま
す
。

　

―
イ
チ
エ
フ（
福
島
第
一
原
発
）で

の
作
業
も
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

2
0
1
1
年
9
月
に
イ
チ
エ
フ
に

入
り
ま
し
た
。防
護
服
を
着
用
し
、汚

染
水
を
ろ
過
す
る
施
設
を
造
る
た
め

の
基
礎
工
事
を
や
り
ま
し
た
。防
護

服
に
テ
ー
プ
で
何
重
に
も
目
張
り
を

し
て
作
業
を
す
る
た
め
、着
脱
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。滞
在
地
の
い
わ

き
市
か
ら
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ（
東
電
作
業

員
宿
舎
・
福
島
県
楢
葉
町
）へ
、そ
こ

か
ら
イ
チ
エ
フ
へ
と
、移
動
は
片
道

2
時
間
、往
復
4
時
間
か
か
り
ま
す
。

休
憩
を
考
慮
す
る
と
日
に
3
時
間
程

度
し
か
働
け
ま
せ
ん
。

　

―
時
間
外
労
働
な
ど
も
あ
っ
た
の

で
す
か
。

　

長
時
間
に
な
れ
ば
被
ば
く
線
量
が

上
が
り
ま
す
。一
定
の
値
を
超
え
る

と
放
射
線
管
理
区
域
で
の
作
業
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、誰
も
が
気

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

―
建
屋
内
で
の
作
業
も
さ
れ
た
の

で
す
か
。

　

そ
れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。建
屋
内

で
の
作
業
は
、防
護
服
の
上
に
20
ｋ

ｇ
程
も
あ
る
カ
バ
ー
リ
ン
グ
を
着
用

し
、さ
ら
に
厳
重
な
被
ば
く
線
量
の

管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。入
役
と
退
役

の
際
に
は
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

を
つ
か
っ
て
の
検
査
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。作
業
服
も
1
日
に
3
～
4

着
を
着
替
え
て
い
ま
し
た
。

　

―
専
門
知
識
を
持
っ
た
特
別
な
作

業
員
が
行
う
の
で
す
ね
。

　

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

と
同
じ
よ
う
な
、全
国
か
ら
来
た
作

業
員
が
入
れ
替
わ
り
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

―
作
業
員
の
方
の
健
康
管
理
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

震
災
直
後
に
は「
と
る
も
の
も
と

り
あ
え
ず
」だ
っ
た
も
の
が
、徐
々
に

ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。し
か
し
二
重
、三
重
の
下
請

け
で
、危
険
手
当
が
払
わ
れ
な
い
、健

康
管
理
も
、責
任
の
所
在
も
わ
か
ら
な

い
と
い
う
現
場
も
多
く
、作
業
員
に
被

ば
く
の
知
識
が
な
い
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。イ
チ
エ
フ
以
外
で
除
染
に

従
事
す
る
作
業
員
に
は
、放
管
手
帳
の

管
理
も
、自
分
の
被
ば
く
量
も
、わ
か

ら
な
い
と
い
う
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
。�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　

―
お
二
人
が
被
災
地
で
原
発
事
故

処
理
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

は
？

　

震
災
発
生
か
ら
す
ぐ
に
原
発
事
故

処
理
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、ネ
ッ

ト
や
公
共
窓
口
で
情
報
を
探
し
ま
し

た
。詳
し
い
情
報
を
得
る
た
め
に
、と

り
あ
え
ず
現
地（
被
災
地
）に
行
く
こ

と
を
決
め
、広
島
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

―
ど
の
よ
う
な
作
業
に
あ
た
っ
た

の
で
す
か
？

　

3
・
11
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
被
災
地
復
興
の
思
い
を
強
く
し
、

居
住
地
（
広
島
市
）
を
離
れ
、
原
発
事
故
の
福
島
県
に
入
っ
た
Ｔ
さ
ん

（
40
代
・
男
性
）、
Ｙ
さ
ん
（
40
代
・
男
性
）。
除
染
作
業
や
復
旧
作
業
に

従
事
す
る
な
か
、
Ｔ
さ
ん
は
潰
瘍
か
ら
腹
膜
炎
に
、
Ｙ
さ
ん
は
肺
癌
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
広
島
に
戻
っ
て
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

6
月
18
日
（
水
）、
青
木
克
明
理
事
が
、
お
二
人
に
福
島
で
の
体
験
な
ど

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お二人の話を聞く青木理事（左）

命の海を

原発よりも

51

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで87
面接・雇用から
採用・退職まで87

退
職
後
の
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
7
面
下
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
。

広島保険医新聞寄稿集
原発よりも命の海を 第２号

追加のご希望は
協会まで 
T 082-262-5424
F 082-262-5427

　東日本大震災発生後の各
地の取り組みや、国の支援策
を求める活動などが続く第２
弾。表紙の写真は、１号に続い
て、山口在住のフォトジャーナ
リスト 那須 圭子さん。被災者
支援の拡充と継続のために
も、多くの方に、知ってもらいた
い内容です。
　会員の先生方には、教会紙7
月10日号に同封してお送りして
います。

第１号は中国新聞で紹
介されました。
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7
月
6
日
、
第
44
回
保
団
連
夏
季

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
分
科
会
Ｂ
「
2
0
1
4
年
歯
科

診
療
報
酬
改
定
の
問
題
点
、
今
後
の

課
題
」
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
診
療
報
酬
改
定
で
は
歯

科
改
定
率
は
実
質
0
・
12
％
増
。
歯

科
点
数
表
で
は
留
意
事
項
通
知
の
細

分
化
に
よ
り
、
わ
か
り
に
く
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
り
、

低
い
歯
科
技
術
料
評
価
の
見
直
し
が

課
題
で
す
。
在
宅
歯
科
治
療
で
は
文

書
提
供
の
撤
廃
、
時
間
要
件
の
緩
和

に
よ
り
、
歯
科
訪
問
診
療
実
施
件
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

医
科
歯
科
連
携
で
は
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
料
の
普
及
が
必
要
で
す
。

消
化
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
小

児
科
、
血
液
内
科
に
お
い
て
口
腔
機

能
の
管
理
が
で
き
て
い
れ
ば
、
入
院

日
数
を
10
％
以
上
削
減
効
果
が
あ
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
科
に
も

歯
科
医
療
機
関
連
携
加
算
（
1
0
0

点
）
が
あ
り
、
歯
科
か
ら
医
科
へ
周

知
し
て
頂
く
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
の
事
で
し
た
。
医
科
歯
科
一
体

の
保
険
医
協
会
で
は
取
り
組
み
易
い

課
題
で
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
で
は
歯
科
訪
問
診

療
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
た
め
、
訪
問

診
療
に
お
け
る
算
定
項
目
の
改
善
と

居
宅
療
養
管
理
指
導
の
改
編
が
必
要

で
す
。
医
科
歯
科
連
携
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
こ
と
か
ら
、
診
療
報
酬
上
、

医
科
点
数
表
に
連
携
評
価
の
項
目
を

増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
昭
和
51
年
通
知
」
が
留
意
事
項

通
知
に
位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
た
件

で
は
、
今
ま
で
不
明
確
だ
っ
た
自
費

へ
の
移
行
症
例
が
通
知
や
疑
義
解
釈

を
通
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
と
の
予
想

で
し
た
。

―
先
生
が
こ
ち
ら
で
開
業
さ
れ
て
ど

の
位
に
な
る
の
で
す
か

　

平
成
元
年
に
開
業
し
た
の
で
、26

年
に
な
り
ま
す
。

―
ご
出
身
は

　

福
山
が
地
元
で
す
。当
時
は
バ
ブ

ル
の
真
っ
只
中
で
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
地
価
や
金
利
で
し
た
の

で
、実
家
の
庭
を
潰
し
て
開
業
し
ま

し
た
。

―
歯
科
医
師
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
　

高
校
3
年
生
ま
で
、本
当
は
生
物

学
の
方
に
進
み
た
か
っ
た
ん
で
す

（
笑
）。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
自
然
の
ア
ル
バ

ム
」と
か
で
、「
ク
マ
タ
カ
を
追
っ
て
」

と
か「
シ
ャ
チ
の
研
究
」と
か
、そ
う

い
う
生
活
が
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
。父
の
知
り
合
い
に
福
山
の
歯
医

者
さ
ん
が
い
て
、私
が
進
学
で
悩
ん

で
い
る
時
に
、「
生
物
系
が
好
き
な
ら

歯
科
に
行
っ
て
み
な
い
か
」と
勧
め

ら
れ
、そ
れ
で
志
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

―
大
学
や
勤
務
医
時
代
の
印
象
は

　

大
学
は
松
本
歯
科
大
学（
長
野
県

塩
尻
市
）に
進
み
、そ
れ
か
ら
広
島
に

戻
っ
て
き
て
広
大
の
大
学
院
で
4

年
、研
修
医
で
2
年
。そ
し
て
福
山
市

内
の
医
院
に
1
年
勤
務
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
北
ア
ル
プ
ス
が
目
の

前
だ
っ
た
の
で
、ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
に
所
属
し
て
、色
々
な
と
こ

ろ
に
登
山
に
行
き
ま
し
た
。広
大
の

大
学
院
で
は
第
二
保
存
科
に
籍
を
置

い
て
い
た
の
で
す
が
、研
究
は
第
一

口
腔
解
剖
学
で
、破
骨
細
胞
の
研
究

や
、ネ
コ
を
使
っ
た
三
叉
神
経
の
研

究
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

臨
床
か
ら
離
れ
て
、研
究
の
た
め

の
研
究
と
い
う
か
、真
理
を
探
究
す

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
に
身
を
置

け
た
の
は
、と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
ね
。

―
も
と
も
と
好
き
だ
っ
た
生
物
学
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と

　

そ
う
い
う
面
も
あ
り
ま
す
ね
。そ

れ
と
、そ
の
時
に
培
っ
た
経
験
が
今

の
自
分
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。世
の
中
の
色
々
な

も
の
を
見
る
時
に
、例
え
ば
Ｃ
Ｍ
な

ど
を
見
て
い
て
も
そ
の
表
現
に
つ
い

騙
さ
れ
が
ち
で
す
が
、本
質
を
捉
え

よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
と
、解
剖
学
の
先
生
達
が
、研
究

中
は
と
て
も
真
剣
な
の
で
す
が
、遊

ぶ
時
は
徹
底
的
に
遊
ぶ
と
い
う
感
じ

で
色
々
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。型
破
り
な
面
白
い
方

達
で
、そ
れ
も
大
学
院
時
代
の
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

―
先
生
の
診
療
の
モ
ッ
ト
ー
は

　

患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
る
歯
科
医

療
で
す
。当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で

わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
く
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
が
、そ
の
レ
ベ
ル
で
自
分

に
嘘
を
つ
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。誠
実
に
そ
れ
を
や

ろ
う
と
。で
も
私
の
専
門
は
ぺ
リ
オ

（
歯
周
病
）と
歯
内
療
法
な
の
で
、今

の
診
療
報
酬
体
系
で
は
低
点
数
な
の

が
悩
み
で
は
あ
り
ま
す
が（
笑
）。

―
開
業
地
に
つ
い
て
の
印
象
は

　

福
山
は
最
近
、街
中
に
ど
ん
ど
ん

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
、中
心
部
に

結
構
人
口
が
戻
っ
て
き
て
い
る
印
象

で
す
。私
が
開
業
し
た
頃
は
、市
の
周

辺
部
に
大
き
な
団
地
が
で
き
た
時
代

だ
っ
た
の
で
、そ
ち
ら
に
人
口
が
流

出
し
て
こ
の
辺
は
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
状

態
で
し
た
。保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど

も
合
併
し
て
少
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
す
が
、今
子
ど
も
も
少
し
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

―
最
後
に
、先
生
の
歯
科
医
療
に
対

す
る
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
、歯
科
が
ど
っ
ち
の
方
向
を
向

い
て
い
る
の
か
、ち
ゃ
ん
と
国
民
の

方
を
向
い
て
い
る
の
か
、と
て
も
不

安
に
な
り
ま
す
。国
は「
患
者
申
出

療
養
」な
ど
で
ま
す
ま
す
保
険
部
分

を
縮
小
し
て
、自
費
部
分
を
拡
大
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、少
な
い
負

担
で
良
質
の
医
療
を
国
民
に
提
供
す

る
と
い
う
、保
険
診
療
の
本
来
の
使

命
が
崩
れ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。診
療
報
酬
も
ず
っ
と
低
く
抑
え

ら
れ
た
ま
ま
で
、設
備
投
資
や
人
件

費
を
賄
う
だ
け
の
収
入
を
得
る
の
も

や
っ
と
で
す
。歯
科
衛
生
士
さ
ん
や

歯
科
技
工
士
さ
ん
な
ど
デ
ン
タ
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
給
料
も
と
て
も
安
い

ま
ま
で
す
。本
来
、我
々
の
仕
事
は
患

者
さ
ん
の
口
腔
を
守
る
の
が
役
目
な

の
に
、収
入
を
あ
げ
る
た
め
に
診
療

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
本
末
転
倒

で
す
。そ
う
い
う
姿
勢
は
患
者
さ
ん

に
も
透
け
て
見
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
た
め
の
診
療
を
続
け

る
に
は
、そ
れ
で
や
っ
て
い
け
る
だ

け
の
診
療
報
酬
が
必
要
で
す
。そ
の

た
め
に
は
、医
師
、歯
科
医
師
や
医
療

団
体
は
国
民
と
向
き
合
い
、実
情
を

真
摯
に
説
明
し
、国
民
と
問
題
意
識

を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。開
業
し
て
26
年
経
ち
ま
す
が
、

そ
の
思
い
は
年
々
増
し
て
い
ま
す
。

福山市中心に近い閑静な住宅街にある医院

歯科分科会の様子

会員訪問32会員訪問32会員訪問32会員訪問32
佐藤　裕紀　先生佐藤　裕紀　先生佐藤　裕紀　先生佐藤　裕紀　先生
佐藤歯科医院
（福山市）
佐藤歯科医院
（福山市）

　

日
本
人
は
全
体
に
“
お
利
口
さ

ん
”
に
な
っ
て
、身
に
降
り
か
か

る
危
険
は
、な
る
だ
け
避
け
よ
う

と
す
る
。車
中
で
の
迷
惑
行
為
に

目
を
つ
む
り
、事
な
か
れ
主
義
が

無
意
識
に
浸
透
し
て
い
る
。世
界

的
に
見
れ
ば
、日
本
は
ま
だ
安
全

な
国
だ
と
思
っ
て
い
る
。安
倍
政

権
は
、秘
密
保
護
法
で
情
報
の
遮

断
を
図
り
、自
衛
隊
の
海
外
派
兵

に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。国
民
の

無
関
心
に
つ
け
こ
み
、強
行
突
破

し
よ
う
と
し
て
い
る
。医
療
分
野

の
突
破
口
は
、混
合
診
療
で
あ
る
。

有
給
休
暇

匿
名
希
望（
広
島
市
西
区
）

　

先
日
、研
修
医
の
子
供
が
い
る

親
御
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
っ

た
。そ
の
話
の
中
で
、今
の
研
修
医

は
有
給
休
暇
が
あ
る
の
は
当
然
の

う
え
、確
実
に
消
化
す
る
よ
う
に

指
導
を
受
け
る
そ
う
で
あ
る
。そ

の
た
め
、有
給
休
暇
は
あ
っ
て
当

然
と
考
え
て
い
る
若
い
先
生
も
増

え
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

私
の
世
代
の
こ
ろ
は
、研
修
で

あ
れ
、開
業
医
勤
務
で
あ
れ
、有
給

休
暇
と
は
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

保
険
医
新
聞
の「
雇
用
問
題
等

Ｑ
＆
Ａ
」に
、き
ち
ん
と
し
た
労
働

条
件
が
大
切
と
出
て
い
る
。

　

勤
務
医
に
対
し
て
も
、「
開
業
へ

向
け
て
の
修
業
だ
か
ら
こ
れ
く
ら

い
は
…
」、「
当
院
は
小
さ
い
か
ら

無
理
だ
か
ら
…
」、「
患
者
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
か
ら

…
」で
は
通
じ
な
い
時
代
が
来
て

い
る
と
、改
め
て
感
じ
た
。

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

　

下
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

歯
科
分
科
会
に
参
加
し
て

�

（
報
告
）理
事
　
大
堂 

敏
彦

3 面 の
続 き日

本
人
は
お
利
口
さ
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
山
本
操

（
広
島
市
南
区
）
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対
策
」の
開
催
準
備
状
況
を
確
認
。

④
そ
の
他

　
「
び
ん
ご
・
生
と
死
を
考
え
る
会
」

か
ら
の
名
義
後
援
願
い
に
つ
い
て
、

了
承
。

　

2
0
1
4
年
7
月
8
日（
火
）に
第

19
期
第
15
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
4
年
6
月
11
日
～
2
0
1
4

年
7
月
8
日
）

・
6
月
17
日（
火
）広
報
文
化
部
会
。主

張
案
、紙
面
企
画
案
、今
年
度
の
市
民

公
開
講
演
会
、文
化
行
事
の
検
討
。

・
6
月
20
日（
金
）第
3
3
1
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
の
歯
科
行
事
、新
点

数
に
つ
い
て
、審
査
・
指
導
等
改
善
対

策
、歯
科
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
、医
療

運
動
の
検
討
。

・
6
月
23
日（
月
）第
2
4
5
回
医
科

社
保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆

Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返

戻
事
例
、指
導
・
監
査
お
よ
び
適
時
調

査
対
策
、今
年
度
の
行
事
の
検
討
。

・
6
月
24
日（
火
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
等
の
確
認
。

・
7
月
1
日（
火
）第
1
5
3
回
歯
科

社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審

査
改
善
対
策
、指
導
・
監
査
改
善
対
策

の
検
討
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　

医
療
・
介
護
総
合
法
成
立
阻
止
に

向
け
た
取
り
組
み
の
総
括
と
と
も
に

今
後
の
運
動
に
つ
い
て
検
討
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
を
阻
止
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、県
お
よ
び
市
町

議
会（
9
月
議
会
）へ
の
意
見
書
採
択

要
請
を
行
う
。特
定
秘
密
保
護
法
、集

団
的
自
衛
権
解
釈
改
憲
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
と
し
て
、抗
議
声
明
の

発
表
、県
お
よ
び
市
町
議
会（
9
月
議

会
）へ
の
意
見
書
採
択
要
請
と
と
も

に
、特
定
秘
密
保
護
法
施
行
阻
止
に

向
け
、市
民
公
開
講
演
会
の
開
催
お

よ
び
ひ
ろ
し
ま
医
療
人
・
九
条
の
会

企
画
へ
の
協
力
の
確
認
等
。

　

そ
の
他
、保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会「
医
科
今
次
改
定
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
実
施
等
を
確
認
。

　
「
指
導
問
題
」に
関
す
る
取
材
依
頼

に
つ
い
て
、対
応
を
検
討
。

②
共
済
関
係

　

給
付
審
査
、保
険
医
年
金
2
0
1
4

年
前
期
普
及
結
果
・
後
期
の
生
保
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。

③
協
会
行
事

　

医
科
臨
床
研
究
会「
カ
プ
セ
ル
内
視

鏡
のup-to-date

―
小
腸
お
よ
び
大
腸

カ
プ
セ
ル
の
新
展
開
―
」、歯
科
臨
床

研
究
会「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
際
し

て
考
慮
す
べ
き
歯
周
組
織
の
環
境
と

絵画　「夕暮」　延本 充弘（広島市中区）

工芸　「備前の風」　永田 雅治（広島市安佐北区）

　

消
費
税
が
今
年
4
月
か
ら
8
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
反
動
に
よ
る
消
費

の
落
ち
込
み
か
ら
7
月
に
は
上
昇
に

転
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
態

は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
早

く
も
来
年
10
月
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
を
検
討
す
る
声
が
あ
る
。
主
張
で

は
、
社
会
保
障
の
引
き
上
げ
が
公
共

投
資
よ
り
も
経
済
効
果
が
高
い
こ
と

を
述
べ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
政
策
が

進
む
か
否
か
わ
か
ら
な
い
。
7
月
18

日
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
上
空
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
民
間
航
空
機
が
撃
墜
さ

れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
て
い

る
。�

（
Ｏ
）

「
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」は

7
面
、行
事
案
内
は
5
面

に
も
あ
り
ま
す

編
集
後
記

　
　

コ
ー
ナ
ー

ら
知

せ

お

会員・読者 交流の広場
夏 期 特 集 版

15
19

休
保
制
度

休
保
制
度

ま
で
加
入
受
付
中
‼
共
済
特
集
号
を
同
封

ま
で
加
入
受
付
中
‼
共
済
特
集
号
を
同
封

88／／3131

と　き　９月２８日（日）14時～ 16時 

ところ　福山商工会議所 １Ｆ102会議室 

　　　　福山市西町２丁目 10－1 

　　　　℡084-921-2345  

講　師　明日の自由を守る弁護士の会 

　　　　　郷原　由合　弁護士 

　　　　　萩田　啓祐　弁護士 

　　　　　中村　晃基　弁護士

～国民の生活が危険に!!
立憲主義の崩壊？立憲主義の崩壊？立憲主義の崩壊？
広島県保険医協会市民公開講演会

参加費無料
どなたでもご参加いただけます。 
※本紙にチラシを同封しています。


